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南  一弘

今回、川崎を取り上げたのは「街のあり方」

を考えたかったからです。むかしを知って

いる者からすると、ここは駅前からしてい

かにもオシャレで綺麗な街になりました。

でも、川崎らしさはなくなりましたよ。（そ

こに根をおろしていない他所者の意見と

承知で言えば）どうして街は綺麗でオシャ

レになることが良いことで、それを目指そ

うとするのでしょうか。便利さは街の顔を

変え、街の特色をも奪ってしまうのです。

プチ整形はコンプレックスを解消して精神

的にも前向きになることに寄与（?）する

一方、極度の整形は元も子も失くしてしま

うのと同じことです。 地元の方からすれ

ばむかしの川崎のイメージは競輪（小生、

意外と競輪が好きなものですから）に代

表される「ギャンブルの街」で、また、工場

が多く、人の気質は少し荒 し々い、神奈川

を代表する「下町」でした。異国情緒でオ

シャレな港街横浜とは真反対としてみられ

てきたように思います。いまのオシャレで

綺麗な川崎は、そうした過去の憂さを晴ら

すようなものですから、街も素直に受け入

れられたのでしょう。でも、横浜のように

なってしまったら川崎をどう説明したらい

いのでしょうか?

川崎に限らず、街の特色を説明する代名

詞はどんどん無くなっています。どこを見て

も皆同じなのです。 街の再開発の中心が

駅のターミナルですから、日本国中同じよ

うなデベロッパーが請け負っているので仕

方がないかもしれません。でも、今に特色

のある街が消え、立て看板を見なければ

自分がどこにいるのかわからない異常事

態が発生するでしょう。皆さん怖くないで

すか? 酔っ払って駅に降りたら家まで辿り

つけない、かもしれませんよ。

街の散策に戻りますと、まだまだ昔の面

影は残っています。以前この街にプロ野球

チームがあったことを知っていますか?　

現在の横浜ベイスターズが大洋ホエール

ズだった頃、川崎球場がメインスタジアム

だったのですよ。当時、プロ野球のチーム

がホームタウンとしているのは取りも直さ

ず、ビッグな日本での主要都市であったこ

との証です。

個人的なことで、もう30年以上も前の話

ですが、社会人になって初めての取引契約

が川崎のオフィスビルでした。そのとき会

社の先輩と銀柳街で祝盃をあげたのを昨

日のように覚えています。本当のところ街

は少しも変わっていないのに、われわれが

無理矢理変わらせようとしているのかもし

れません。変わることが悪いと言っている

のではありません。コンセプトの決まった

代名詞が何か、それがはっきりすれば変化

は繁栄に繋がるでしょう。昔の川崎の情

緒も今思えば味わいのある街の顔でした。

この味わいを良い意味で残していくのは、

われわれがいかにこの街へ足を運ぶかで

す。オシャレや綺麗なだけが街の顔じゃな

いのですから。
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